
大腿骨骨接合術クリティカルパス１ 　　　　　　

　検温×４　　６，１０，１４，１９時

  　検温×２　　６，１４時　　検温×１　１４時

  　血圧×２　　６、１４時　　血圧×１　　１４時
 

　
D勤務にてアウトカムの評価を□の中に
　達成　　　　　　　　　　　　　　　〇
　やや達成　　　　　　　　　　　　△
　逸脱　　　　　　　　　　　　　　　×
　　　　　　　　　　　と評価をして下さい

　・バリアンスは各勤務　有り　無し　
　　　　　　　　　　　　　　を記載して下さい

・バリアンスの際バリアンスコードを使用し
番号記載をバリアンス「有り」の横へ記載して
下さい

　・CP使用できない場合は医師の指示にて
　看護記録へ移行して下さい

　□　　　　　　　　　□　 □ □ 　　　　　□ □

１・疾患に対する理解がある　　　　　　　　□ ３・□ ３・□
４・□ ４・□
５・□ ５・□

有　　　　無有　　　　無 有　　　　無有　　　　無 有　　　無有　　　　　無

□　□　　　　　　　　□　　□　　　　　　　□　□
□MC       　　　   　□BB　　      　     □EC

□　□　　　　　　　　　□　　□　　　　　□　　□

　　

　　　　　　　　　　　　　□バル-ン消毒　　　　　　　　　　　　□バル-ン消毒

□入院オリエンテーション

体位変換２～３ｈ毎　　　　　　　　　□　　　□
            □バル-ン挿入　［　　　Fr　カフ　　　］

□MC       　　　　□BB　　      　     □EC

　　　      □患部クーリング　　　　　　　□
□患者基本　PC入力

◎記載約束

　　疼痛　　　　　－：なし　　　＋：あり

　　腫脹　　　　　－：なし　　　＋：あり

　　熱感　　　　　－：なし　　　＋：あり

　　足趾運動　　－：なし　　　＋：あり

　　褥創　　　　　－：なし　　　＋：あり

◆主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆理学療法士　　　　　　　　　◆受け持ち看護師

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　♂　♀　　　　　歳　◆手術日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

                                                                         ◆担当MSW
入院時
月　　　　　日

38

150

170

検温×４　　　血圧×２
RP BPT

５・褥創が無い　　　　　　　　　　　　　　　  □

２・手術の必要性が理解できる　　　　　　□

４・牽引による麻痺が無い　　　　　　　　　□

月　　　　　日 月　　　　　日

有　　　　　無
サイン
ヴァリアンス  有　　　　　　　無

理学療法士記載

看護特記事項

アウトカム

□４項目説明
□CP説明

□外科系入院　□血型　□感染
□出血凝固　
□胸X-P　□股関節２R 　□心エコー

                    □褥創予防パス記載

Fｒ              ml /　　　　　

□抗凝固剤内服止め［　　　　　　　］

Fｒ              ml /　　　　　 Fｒ              ml /　　　　　

40

　
　
　
バ
イ
タ
ル

41

15

20

25110

90

清潔
説明・指導

治療・処置・検査

安静度　　　　　ベット上

尿 ･便回数

食事量〔食種　　　　　〕

50

37

尿量

150

200

50

疼痛

7036

1003013039

褥創

臨時処置

10

足趾運動

35

股部腫脹
股部熱感

３・疼痛がコントロールされている　　　　　□

◎記載について

□心電図　□肺機能orBGA　
□OP前リハビリ依頼

　　　　　　　　　　　　　　□EC

□牽引〔介達、直達〕　　　　　　　kg



大腿骨骨接合クリティカルパス２ 　　　　　　

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

□　□　 　□ □ □　□ □□ □　　　 □　　　　 □　□

　　　　 　　　　□　輸血同意書　□渡　　　　□受

３・□
４・□ ４・□ ４・□
５・□ ５・□ ５・□
６・□
７・□ ７・□ ７・□

８．□ 8・□

　有　　無 　　有 　　無 　有　　無 　有　　無 　有　　無 　有　　無 　　有　　　　　　無 　有　　無 　有　　無 　　有　　　　　　無 　有　　無
　 　サイン

9・ブレーデンスケールが１４点以上である　□

　　　　　　　□褥創予防パス評価
　　　　　　　　　　　　　　　□麻酔科内服

□　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　□

□指輪除去

６・□

３・□

６・□

　　　　　　〔不足　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□義歯除去
　　□髭剃りされている

□入室［　　：　　　］　　

□MC　　　　　　□BB

□プレメデ［　：　　　］
　　内容［　　　　　　　　　　］
□プレメデ時抗生剤点滴

□褥創予防パスシート挿入（ｏｐ後）　
□OP前点滴　　時　　　手インサイト　　　G
①　　　　　　　ml/h(　　　　～　　　　)
②　　　　　　　ml/h(　　　　～　　　　)　

□朝～絶飲水

□７時　GE１２１ml 反応便〔　〕

□朝内服　　内容（　　　　　　　　　）

手術当日前
月　　　　　日

Fｒ              ml /　　　　　

アウトカム

看護特記事項

疼痛

股部腫脹

　
　
　
バ
イ
タ
ル

200
BP

37

R

100

150150

170

38

40

3013039

治療・処置・検査

安静度　ベット上安静

患部クーリング

ヴァリアンス

理学療法士記載

PT

股部熱感

尿量

食事量〔食種　　　　　〕

5025110

41

10

褥創

臨時処置

35 50

尿 ･便回数

足趾運動

157036

2090

Fｒ              ml /　　　　　

□　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□　　　　

体位変換　□□　　□　　　□　　　　　　□　□
清潔

□　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　□　　　　
　　　　　　　　□バル-ン消毒

　　　　　　　□フルマリン〔＋・－〕
　　　　　　　□必要物品確認

説明・指導

　有　　　　　無

　　　　同意書　　□渡　　　□受

　　　　□ＭＳＷへのコンタクト

　　　　□手術MT 　　／　　〔　　　：　　　〕
　　　　□退院後の方向性についてDrよりMT

８・手術前の身体的準備が整っている　　□

５・褥創がない　　　　　　　　　　　　　　　　□

　　　　

　　　　　　

　　　　　　　　　 □バル-ン消毒

□MC       　　　   　□BB　　      　     □EC

　　　　　　　　□バルーン消毒　

□MC　　　　    　□　BB　           □　EC        

Fｒ              ml /　　　　　

□輸血伝票記入 抗生剤　　□CEZ-MC〔＋・－ 〕

手術前日
月　　　　　日

手術前前日
 月　　　　　日

Fｒ              ml /　　　　　

　　　　　　
　　　　　　　　　　

□クロスマッチ
　　　　　　　麻酔問診票　□渡　　□受

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　♂　♀　　　　　歳　◆手術日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

◆主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆理学療法士　　　　　　　　　◆受け持ち看護師　　　　　　　

                                                                         ◆担当M

□MC      　  　□BB　□HS　      　     □EC

　　　　　

月　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　

７・手術前後の経過が理解できる　　　　　□

　　　　
　　　　

６・不安が表出できる　　　　　　　　　　　　□

３・□

４・牽引による麻痺が無い　　　　　　　　　 □

　　　　　　　　　　　　　　　　絶飲食札

　　　　　　　　　　　 □21時以降

３・疼痛コントロール出来る　　　　　　　　　□



大腿骨骨接合術クリティカルパス　３ 　　　　　　

帰室時 １５分後 ３０分後 ４５分後

　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり
　-：なし　+：あり

                                                                                                                                                              　□〈時間　　：　　　〉

□ベット上安静

□深呼吸指導　　　□足趾運動

□術後家人へ結果説明

□ して下さい１４・術後の安静について理解されている

□術後のバリアンス評価はA勤務で

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　 　♂　　♀　　　　　　歳

　　　　　　　　　   月　　　　　　　日　　術式

RP BP

　　　　　　　40

41 200

150150

170

神経症状

  

◎記載約束

臨時処置

手術室からの点滴 〈　　　　　　　〉 残   　　　ｍｌ

吐気　嘔吐
チアノーゼ

足背A触知

麻酔高位

130

肺雑
四肢冷感

尿量

ドレーン量〔自然圧〕

ガーゼ汚染

足趾運動

疼痛

5025

10030

説明・指導

□②ST 3 500ｍｌ　+レプチラーゼS １A         　　　　～　　　　　　　ml/h

36

治療　処置　　検査
□①ヴィーンF 500ｍｌ　+10%トランサミン 1A     　　　    ～　　　　　　　　ml/h

足趾運動
肺雑

麻酔高位

チアノーゼ

安静度
                  ml/hr
EPI                 

10･呼吸　循環状態が安定している□

11･異常出血が無い□　
看護特記事項

12･鎮痛剤の投与にて創痛のコントロールができる□

13･麻痺が無い〈腓骨神経麻痺　Epiによる神経鈍麻〉□

サイン

アウトカム

ヴァリアンス

尿量

35 50

　
　
　
バ
イ
タ
ル

39

T

11038

抗生剤

足背A触知
吐気　嘔吐

四肢冷感

ガーゼ汚染

37

70

酸素　　　ℓ　（　　　：　　　～　　　：　　　）

2090

10

臨時処置

15

疼痛

神経症状



大腿骨骨接合術クリティカルパス４ 　　　　　　

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

□５分  □常食 　　　　止
  

　

　　□　 □ □ □　 □　 □

□　□ 　　□　　　　　□　　　　　　　 □　□ □　□ □　　　　　　 □ □　□　 □　　□　 □　 □ □　□
□ □ □　止

□MC □EC □MC □EC □MC □EC □ＭＣ □EC

有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無 有　　　　無

 9・ブレーデンスケールが1４点以上である　　□    

２4・食事を嘔気無く、１/2↑摂取できる　　□

２６・介助で車椅子乗車ができる　□
２７・介助で車椅子乗車ができる□

　〔肺塞栓症　・下肢静脈血栓症〕

２０・腰挙上できる　□13・神経麻痺が無い□ ２５・起立性低血圧がない□　５・褥創が無い　□

　　　　　　　　 □ドレーン抜去後ガーゼ交換
                   □バル-ン消毒

１8・塞栓症状が無い　□

□

□BB

１9・ベットｕｐ９０°ができる　□

　　　　　　　□車椅子操作方法

　　　　　　　　　　□バル-ン抜去

□CBC  CRP
　　　　　　　　　　

１5・嘔気無く、食事を１/2摂取できる□

　　　　　　　　　　　□バルーン消毒
　　□　　　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　□　　　　

□

□抗凝固剤内服再開　　　□　褥創予防パス評価
□体位変換　　　　　　　　　□　　　□　　　　　□　□　

□足趾足関節運動の必要性説明・指導

１7・血液データに異常が無い　□W            Hb
16・創部に異常がない　□

 　　　　　　□ドレーン抜去後　車椅子移乗可（FWB）

　　　　　　　□車椅子移乗方法　　　

１6・創部に異常が無い　□　　　　

□自力体位変換・腰挙上
21・Epi抜去後の創痛コントロールが出来る　□

□BB

Epi　　　　　　　　ml/h

患部クーリング

止

□

ガーゼ汚染

       □軟B

Ｆr　　　　　　　ml／　　　　　　　D　　　　ｍｌ

尿量

170 200

50

150

           Fr         ml/

                                 

Ｆr　　　　　　　ml／　　　　　　　D　　　　ｍｌ

  □ドレーン抜去
□①ヴィーンF　500ｍl    　　　  ～            　 ｍｌ/h

□Epi抜去
  □バル-ン消毒

□　　　　　　　　　　　□　　　　　　　　　　□　

□BB

看護特記事項

食事　食摂

アウトカム

褥創
吐気　嘔吐

R BP

臨時処置

100

25

40

41

39

150

術後４日目　検温×２　血圧×1
 月　　　　　日

術後１日目　検温×４　血圧×２
月　　　　　日 月　　　　　日

35 50

股部熱感

尿 ･便回数　ドレーン総量

足趾運動

疼痛

10

　
　
　
バ
イ
タ
ル

30

股部腫脹

抗生剤［　　　　　　　　］

清潔

治療・処置・検査

安静度・ベットｕｐ９０°

創部発赤

36

130

70

20

15

9037

38 110

T

術後３日目
月　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆担当MSW
術後２日目

◆患者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　♂　　♀　　　　　　歳　　◆手術日：平成　　　　年　　　　月　　　　日

◆主治医　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆理学療法士　　　　　　　　　◆受け持ち看護師

P

A：　　　　　　　　　　　　D：　　　　　　　　　F：

理学療法士記載

　　　有　　　　　無
サイン 　　　　　　　D：　　　　　　　　F：
ヴァリアンス 　　　有　　　　　無

□②ST3　500ｍｌ　　　　　　　　　～　　　　　　ｍｌ/h
□CBC　　　　　　□　MAP確認
　　　　　　　　　　　□ガーゼ交換、Epi包交

□抗生剤内服［　　　　　　　］５日でのみきり止め

１8・塞栓症状が無い　□

２2・Ｔが38度以下である　□

　　　　　　

２２・Ｔが38度以下である　□
１６・創部に異常が無い　□

　　　　　　　□起座位・端座位

２3・ドレーンが抜去できる□

１6・創部に異常がない□　１８・塞栓症状が無い□
２９・Tが３７．５度以下である　□

A：　　　　　　　　　　　　D：　　　　　　　　　F：
　　　有　　　　　無

１8・塞栓症状が無い□
２７・離床時の創痛コントロールが出来る　□

５・褥創が無い　□

２８・端座位保持ができる　□　

 　

　　　有　　　　　無

3１・バルーン抜去後自尿がある　□２５・起立性低血圧がない□
2５・起立性低血圧が無い　□

□BB　　□HS

A：　　　　　　　　　　　　D：　　　　　　　　　F：

　　　　　　　　　　□褥創予防パス評価

３０・自力端座位ができる□

２７・離床時の創痛コントロールが出来る　□

9・ブレーデンスケールが14点以上である　□

２７・介助で車椅子乗車できる　□



大腿骨骨接合術クリティカルパス５ 　　　　　　

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　

□　　 □ □ □ □ □　　 □ □ □　　

できる □

有　　無有　　無有　無

                         　    

有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無

　　　　　　　　　　　　

     歩行ができる　□
３４・監視下にて歩行器

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

◆患者　　　　　　　　　　　　　様　♂・♀　　　　歳

　□褥創予防パス評価
   □  股関節２R X-P     
   □ガーゼ交換

   

月　　　　　日
OP後7日目OP後6日目

月　　　　　日

                         　    

A：　　　　D：　 　　　F：

　

でき、予防パス終了
35・自力にて車椅子乗車

有　　無有　　無有　無

36・X-P上問題が無い□

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
３４・監視下にて歩行器

   

□BB

病棟内歩行器歩行

     

　　　　

□BB

A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無
A：　　　　D：　 　　　F：

     歩行ができる　□

有　　無有　　無有　無

OP13日目
月　　　　　日

   

     
                         　    
　　　　

３４・監視下にて歩行器

□BB
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

□BB

     
                         　    
　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　□入浴介助　           
　□入浴指導　　　　　　

     歩行ができる　□

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　
16・創部に異常が無い□

３8・入浴され
　　　　　問題が無い□

　　　　　　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後11日目
月　　　　　日

   

 □抜糸後創部確認  
                         　    
　　　　

16・創部に異常が無い□

     歩行ができる　□

□BB
□転院について　　　　　　
FamへMT　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

３４・監視下にて歩行器

　　　　　　　　　

□BB
　　　　　　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　

３４・監視下にて歩行器
     歩行ができる　□

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後9日目
月　　　　　日

   

     
                         　    
　　　　

     歩行ができる　□

　　　　　　　　　　　
3２・疼痛がコントロール
　　　されている　　□
３３・一部介助で車椅子

16・創部に異常が無い□ ３７・3７度以上の発熱が

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

                         　    

□抗生剤内服のみきり止

      な い　□
３４・監視下にて歩行器

　　　　
　　　　　　　　　

□BB

乗車できる　□

A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無
A：　　　　D：　 　　　F：

3２・疼痛がコントロール
　　　されている　　□
３３・一部介助で車椅子
乗車できる　□

有　　無有　　無有　無

車椅子（FWB）

□BB
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　　　

OP後5日目血圧×１　検温×２
月　　　　　日

      

OP後8日目
月　　　　　日

     

   

     

OP後10日目
月　　　　　日

   

 　　□抜糸

150

170

OP後12日目
月　　　　　日

BPRP

説明　指導　　

安静度　　　　　　　　　　　　 

看護特記事項

清潔

理学療法士記載

ヴァリアンス

患部クーリング

治療　検査　処置　

アウトカム

サイン

尿・便回数　　　
疼痛

神経症状
ガーゼ汚染

股部熱感

抗生剤

股部腫脹
創部発赤

臨時処置
褥創

T

38

35 50

37

7036

39

40

41

5025110

2090

15

　

　
　
　
バ
イ
タ
ル

10

200

10030130

150



大腿骨骨接合術クリティカルパス６ 　　　　　　

： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　

③患者様自身が満足している

       歩行

　
　
　
バ
イ
タ
ル

10

200

10030

150

35 50

2090

1570

BPRPT

股部熱感

抗生剤

股部腫脹

尿・便回数　　　
疼痛
足趾運動

アウトカム

サイン

治療　検査　処置　

褥創

説明　指導　　

安静度

臨時処置

清潔

看護特記事項

理学療法士記載

ヴァリアンス

50

36

39

2511038

130

37

40

41

150

170

　　　　
　　　　　　　　　　

OP後14日目
月　　　　　日

   

      
                         　    

40・車椅子除去できる
　　　　　　　　　　□

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 □一本杖購入　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：A：　　　　D：　 　　　F：

39・歩行器歩行にて
wcへ行く事ができる　□

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

   

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 □退院指導（Fam含め）

　　　　

   

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後18日目
月　　　　　日

   

     
                         　    
　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

OP後19日目
月　　　　　日

   

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

                         　    
　　　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後20日目
月　　　　　日

   

                         　    
　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

①一本杖歩行が出来る

②家族の受け入れが整っている

退院日　　／　　　※自宅退院基準

　　　　　　　　　

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

月　　　　　日

     
                         　    
　　　　

     
                         　    
　　　　

39・歩行器歩行にて
wcへ行く事ができる　□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　している　□
４１・歩行器歩行が安定

　　　　　　　　　　　

OP後2１日目
月　　　　　日

   

◆患者　　　　　　　　　　　　　様　♂・♀　　　　歳

月　　　　　日
OP後16日目OP後15日目

月　　　　　日

   

OP後17日目

                         　    
　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無
A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無
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： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ： ：

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　　

③患者様自身が満足している

       歩行

　
　
　
バ
イ
タ
ル

10

200

10030

150

35 50

2090

1570

BPRPT

股部熱感

抗生剤

股部腫脹

尿・便回数　　　
疼痛
足趾運動

アウトカム

サイン

治療　検査　処置　

褥創

説明　指導　　

安静度

臨時処置

清潔

看護特記事項

理学療法士記載

ヴァリアンス

50

36

39

2511038

130

37

40

41

150

170

　　　　
　　　　　　　　　　

OP後14日目
月　　　　　日

   

      
                         　    

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 □一本杖購入　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：A：　　　　D：　 　　　F：

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

   

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　 □退院指導（Fam含め）

　　　　

   

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後25日目
月　　　　　日

   

     
                         　    
　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

OP後26日目
月　　　　　日

   

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

                         　    
　　　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

OP後27日目
月　　　　　日

   

                         　    
　　　　

A：　　　　D：　 　　　F：

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

①一本杖歩行が出来る

②家族の受け入れが整っている

退院日　　／　　　※自宅退院基準

　　　　　　　　　

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

月　　　　　日

     
                         　    
　　　　

     
                         　    
　　　　

４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　している　□
４１・歩行器歩行が安定

　　　　　　　　　　　

OP後28日目
月　　　　　日

   

◆患者　　　　　　　　　　　　　様　♂・♀　　　　歳

月　　　　　日
OP後23日目OP後22日目

月　　　　　日

   

OP後24日目

                         　    
　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　
４１・歩行器歩行が安定
　　している　□

A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無
A：　　　　D：　 　　　F：

有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無有　　無有　　無有　無






